
公表：2024（令和）6年　1月12日

事業所名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　児童発達支援　かばくんのいえ 保護者等数（児童数）　　49　回収数　　33　割合　67％

チェック項目 はい
どちらとも
いえない いいえ

わから
 触い ご恵見 ご意見を踏まえた 対応

①
子どもの活動等のスペースが
十分に確保されているか

33

・転倒予防などの対策がなされ
ていて安心。
・遊びの内容に応じて区分けさ
れており、何をする場所なのか
理解しやすい。
・その日遊びたい事に合わせて
自発的に各スペースに行って遊
ぶ事が出来ていると思う。

･欲を言えば、運動ができるもう
少し広い部屋があるといいので
すが。しかし、スペースは国基
準より大幅に広いです。身体の
バランス（体幹）を育てるため
に、戸外にも出かけ、変化のあ
る道を歩いたり、公園で追いか
けっこや設置遊具で楽しんで全
身を使って遊ぶようにしていま
す。秋から冬にかけて、長尾天
満宮の長い階段をこどもたちと
職員で励まし合いながら上り下
りをし、探索等も楽しんでいま
す。

②
職員の配置数や専門性は
適切であるか

28 4

・一対一の関わりで細やかな観
察がされている。
・担当以外の子どもの特性を伝
えてもらっていて、しっかり見て
いただいている印象を受けてい
る。

・専門性を高めるために、出来
る限り外部の研修に参加してい
ます。
・職場内研修で講師を招聘し年
５回専門研修を実施していま
す。
　○友久先生によるこどもの捉
え方、関わり方、虐待等人権研
修等　２回
　○作業・理学療法士の先生に
よる、体幹づくり　１回
　○言語聴覚士高田先生によ
る、言葉を育む遊び　１回を実
施しています.。
・職員の配置数は、基準より3倍
以上です。

③

生活空間は､本人にわかりや
すい構造化さ れた環境に
なっているか｡また､障害の特
性に 応じ､事業所の設備等
は､バリアフリー化や情報伝
達等への配慮が適切になさ
れているか

30 2 1
・子どもの目線導線高さで配
置されていると思う。

・こどもさんにとって出来でき
るだけ分かりやすく、安心し
て遊びが展開できるように配
慮はしているつもりですが、
まだまだ充分ではないので、
来年度は、環境設定などの
研修を実施し、よりこどもさ
んにとって楽しい環境設定で
きるようにしていきたく思い
ます。

④

生活空間は､清潔で､心地よく
過ごせる環境となっているか｡
また､子ども達の活動に合わ
せた空間となっているか

33
・整理整頓されていてとても見
やすく、好きな物が探しやすく
なっていると思う。

・生活空間は、出来るだけシン
プルに、こどもさんや職員にとっ
て分かりやすい空間にすること
に心掛けています。このことを職
員皆で共有し、今後も、こどもさ
んたちにとって遊びたいと思う環
境づくりに努めていきたく思いま
す。
※出来るだけシンプル！

⑤

子どもと保護者のニーズや課
題が客観的に分析された上
で､児童発達支援計画が作成
されているか

32

・本人の事を知ったうえで作成さ
れた計画であると感じることが
出来た。
・保護者の不安に思うところも含
めてどのように計画を作成すれ
ばよいか相談して出来たものだ
と思う。

・まだまだ十分ではありません
が、こどもさんの様子などを振る
返り、保護者の思いに寄り添
い、出来るだけその子にあった
計画が出来るように、これからも
努めていきたく思っています。

事業所における自己評価結果（公表）
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⑥

児童発達支援計画には､児童
発達支援ガイドラインの｢児童
発達支援の提供すべき支援｣
の｢発達支援（本人支援及び
移行支援）」､｢家族支援｣､｢地
域支援jで示す支援内容から
子どもの支援に必要な項目
が適切に選択され､その上で､
具体的な支援内容が設定さ
れているか

26 6

・保護者相談や他機関連携など
の明記がされていなかったの
で、今後、児童発達支援計画の
中に記載していきます。

⑦
児童発達支援計画に沿った
支援が行われているか

32

・基本的な日常生活動作の能力
を把握した上で本人の得意な手
先を使う作業を取り入れ本人が
取り掛かりやすいキャラクターを
取り入れる等、工夫されてい
る。

・児童発達支援計画に沿って、
具体的に療育内容を話し合い
決定している。
・こどもさんの様子や状況を見
て、必要により内容を変更する
時もある。その時は保護者の了
承を得て進めている。

⑧
活動プログラムが固定化しな
いよう工夫されているか

31 1

・何時も子どもたちのやりたい事
を大切にして下さっている。
・毎日活動内容を本人と確認し
変化のある活動になっている。

・活動が固定化しないように年
間の行事を計画したり、月案等
を作成し、職員全員で、話し合
い、こどもたちが楽しく活動が出
来るように気を付けている。
・療育が始まる前には、必ずそ
の日の内容を職員間で共有して
いる。

⑨

保育所や認定こども園､幼稚
園等との交流や､障害のない
子どもと活動する機会がある
か

15 1 2 15
・コロナ渦前はあったかもしれな
いが今はされてないように思う。

・全員のこどもさんたちが、
保育園やこども園、幼稚園
に在園しているので、交流
はしていない。
・近くの保育園やこども園、幼稚
園等で一緒に遊ぶ機会があれ
ば、参加していきたい。

⑩

運営規程､利用者負担等につ
いて丁寧な説明がなされたか 32 1

・急ぎ口調で説明している事が
多いので、気を付けて行きた
い。

⑪

児童発達支援ガイドラインの｢
児童発達支援の提供すべき
支援｣のねらい及び支援内容
と､これに基づき作成された｢
児童発達支援計画｣を示しな
がら､支援内容の説明がなさ
れたか

32 1 ・丁寧な説明がされた。

・丁寧な支援内容や説明に努
め、保護者の方と共に、こどもさ
んの姿を確認し、子育てに見通
しが持てる支援計画になるよう
に、今後も努めていきたく思いま
す。保護者の方と何でも気軽に
話し合える、相談できる関係を
大切にしていきたく思います。

⑫
保護者に対して家族支援プロ
グラム（ペアレント・トレーニン
グ等）が行われているか

23 3 1 6

・特に受ける機会がなかったの
でわからない。
・親としての関わり方を助言をも
らい勉強になった。
・日常生活で活かすことが出来
る。

・こどもさんの事で気になる事が
あった時には、気軽に話し合
い、相談できる体制を整え、実
施していきたく思います。⇒ペア
レントトレーニングの充実

⑬

日頃から子どもの状況を保護
者と伝え合い、 子どもの発達
の状況や課題について共通
理解ができているか

32 1

・日々の活動の様子を伝えても
らい分かりやすい。本人の得意
な事を理解し、出来ることを伸
ばして褒めていただき、子ども
の自信に繋がっている
・その日の様子や次の課題も丁
寧に話してくださる。

・お家では見られないかばくで
のこどもさんの姿を出来るだけ
丁寧に伝え、又、お家でのこど
もさんの姿を教えてもらったり
し、共有しながら一緒にこどもさ
んの成長を確認し合い、子育て
に見通しが持てるようにしてい
く。
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⑭
定期的に､保護者に対して面
談や､育児に関する助言等の
支援が行われているか

29 2 2

・日々の活動の様子を伝えても
らい分かりやすい。
・不安な事があれば何時も丁寧
に話を聞いてもらえる。

・子育てについての悩みだけで
なく、楽しかったこと等いろいろ
な事を気軽に話し合える事を大
切にしていきたく思います。
・引き続き最低３回以上面談を
実施いたします。それ以外に、
気軽の相談に来ていただきたい
です。

⑮

父母の会の活動の支援や､保
護者会等の開催等により保
護者同士の連携が支援され
ているか

7 7 6 13

・利用していないのでわからな
い。
・なかなか保護者間でコミュニ
ケーションが取りづらいので保
護者会等、開催されればいいな
と思う。

・保護者同士が集える場を、今
年度も準備しませんでした。理
由は、以前使わせていただいて
いた”トト・ハウス”が、使えなく
なったからです。来年度は、何と
かして保護者同士が集える場を
設けるようにしたいと思います。
⇒来年度の重点課題です。

⑯

子どもや保護者からの相談
や申入れについ て､対応の
体制が整備されているととも
に､子どもや保護者に周知･
説明され､相談や申入れをし
た際に迅速かつ適切に対応
されている か

29 4

・気になる事があり、相談すると
とても親身になって聞いてもら
い、助言ももらっている。不安が
解消し嬉しかった。

・何でも気軽に相談できる体制
を整え、待っています！

⑰
子どもや保護者との意思の疎
通や情報伝達 のための配慮
がなされているか

32 1 ・特に問題ないはないと思う。
・互いに気持ちよく関われるよう
に、丁寧な声掛けをしていきた
いお思っています。

⑱

定期的に会報やﾎｰﾑページ
等で､活動概要や行事予定､
連絡体制等の情報や業務 に
関する自己評価の結果を子
どもや保謹者に対して発信さ
れているか

26 1 1 5
毎月のお便りで活動や行事
のお知らせがある。

・毎月の便りや臨時のお知ら
せなどで、活動や行事予定
をお知らせしています。今年
はホームページ等も活用して
いこうと思っております。自己
評価表などはホームページ
にも記載しております。

⑲
個人情報の取扱いに十分
注意されているか

32 1
・十分気を付けて行きたく思
います。

⑳

緊急時対応マニュアル､防犯
マニュアル､感染症対応マ
ニュアル等を策定し､保護者
に周知･説明されているか｡ま
た､発生を想定した訓練が実
施されているか

20 1 12

・能登地震もあり、定期的な
訓練を実施することの大切さ
を実感しました。１月中旬・３
月と、しっかりと訓練を実施し
ていきます。

㉑
非常災害の発生に備え､定期
的に避難､救出､その他必要
な訓練が行われているか

13 1 19
避難訓練の有無が不明で
す。

・上記に同じ
・実施訓練が保護者の方々
にも分かるように、玄関前に
表記をするようにいたしま
す。

㉒
子どもは通所を楽しみに
しているか

33

・安心して通っている。
・好きな職員も出来、楽しみにし
ています。
・四月から小学生になるためか
ばくんに来られなくなるので寂し
がると思う。
・お家以外で自分が大事にして
もらえる場所があるということが
子どもにとってこんなにプラスに
なるのだと実感している。

・こどもさんにとって『楽い！
かばくん』であるように！満
足感や達成感が沢山味わえ
るかばくんであるよに！、職
員皆で楽しい療育が展開で
きるように励んでいきます。
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㉓ 事業所の支援に満足して
いるか

33 ・暖かく見守っていただいて
いると感じ満足している。
・子どもとの関わりに悩むこ
とが多かったが通所後は親
も子も学ぶことが沢山あり、
感謝しています。
・その日に出来た事や上手
に出来た事等、詳しく教えて
いただけるので嬉しいです。
・時計にシールを貼って帰る
ことの促しをしているなど分
かりやすい。
・以前は苦手だったことも少
しずつ出来るようになってき
ている。

・まだまだ十分とはいえませ
んが、しっかりとこどもさんと
向かい合い、しっかりと研鑚
に励み、出来るだけこどもさ
ん一人ひとりにとって必要な
支援が出来るように努めて
いきたく思います。

○この｢保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）」は､保謹者等の皆様に｢保護者等向け児童発達支援評価表｣に

　より事業所の評価を行うていただき､その結果を集計したものです。
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　   お忙しい中、貴重なご意見をありがとうございました。
　　　感謝申し上げます。
　　　保護者の方々のご意見を支援に反映できるよう励んでまいります。これからも、いろいろなご意見などがございましたら、
　　気軽に遠慮なく施設長までお申しください。そして、かばくんのいえが益々こどもさんや保護者の方にとって（もちろん職員
　　にとっても）前向きになる居場所にしていこうではありませんか。互いに高められる仲間でいましょう！
　　　今後とも、よろしくお願い申し上げます。


